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写
真
はに
ぎ
わ
っ
た
サ
ッ
キ
展

さ
つ
き

サ
ッ
キ
は
、
皐
月
と
漠
字
で

か
れ
ま
す
が
、
旧
暦
五
月

（
六
月
上
旬
）
に
咲
く
の
で

「
サ
ッ
キ
」
と
な
っ
た
と
も
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
サ
ッ
キ
栽
培
の
歴
史
は

古
く
、
そ
の
名
前
と
花
の
美
し

さ
を
知
ら
な
い
人
は
な
い
ほ
ど

で
、
こ
の
栽
培
の
さ
か
ん
な
地

方
は
栃
木
県
の
鹿
沼
地
方
で

す。
庭
一
面
に
咲
い
た
サ
ッ
キ
の

花
、
玄
関
先
に
飾
っ
た
一
鉢
の

サ
ッ
キ
の
花
は
季
節
感
を
か
も

し
だ
し
て
く
れ
ま
す
。

サ
ッ
ヰ
の
栽
培
は
、
お
年
寄

り
、
女
で
も
手
入
が
で
き
、
ふ

や
し
方
も
さ
し
木
等
で
だ
れ
で

も
手
軽
に
出
来
ま
す
の
で
、
近

年
に
お
け
る
サ
ッ
キ
愛
好
者
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
六
月
上
旬
に
は
各
地
で
ザ
ッ

キ
展
や
交
換
会
な
ど
が
開
か
れ

ま
す
が
、
わ
が
村
で
も
六
月

五
、
六
、
七
の
三
日
間
、
公
民

館
主
催
で
「
サ
ッ
キ
展
」
を
開

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
内
の
愛

好
者
か
ら
一
四

0
点
の
銘
木
が

出
品
さ
れ
、
期
間
中
観
賞
の
人

々
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

サ

ツ

キ

四
辻
新
田
、
南
須
釜
の
一
部
の
一

筆

調

査

（

企

画

室

）
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農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

（

産

業

五

日

ー

七

日

さ

つ

き

展

（

公

民

上

旬

民

生

委

員

協

議

会
（
住
民

―
二
日
米
生
産
調
整
協
議
会（

産

業

課

）

一
四
日
開
拓
。
〈
イ
ロ
ッ
ト
営
農
推
進
協
議

会

（

産

業

課

）

一
五
日
生
活
改
良
推
進
員
研
修
会

（

産

業

課

）

一
六
・
一
七
日
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
猪
苗
代
、
積
慶
療
）

（

公

民

館

）

妊
婦
健
康
診
断
母
子
セ
ン
タ
ー

（

住

民

課

）

第
七
回
農
業
委
員
会（

企

画

室

）

教

育

委

員

会

（

教

委

）

国
保
運
営
委
員
会
（

住

民

課

）

月

例

監

査

（

総

務

課

）

｝
納
期

村
県
民
税
第
一
期

国
民
年
金
第
一
期

乳
幼
児
健
康
診
断
母
子
セ
ソ
タ
ー

（

住

民

課

）

二

0
日

i

二
八
日

ク二
五
日

ク中 五

旬
、9

二
0
日

一
九
日 日

課）
館 課、-、
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80以上 250 

80未満 70以上

70未満 60以上

260 

220 

190 

210 

180 

220 

190 

160 

180 

160 

140 

五
月
十
四
日

か
ら
四
十
九
年
三
月
三
十

日
（
土
）
ま
で
の
常
時
受
付
。

た
だ
し
、
申
込
み
が
融
資
予
定

戸
数
に
達
し
た
と
き
は
、
締
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

融
資
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

60未満 50以上 160 150 130 110 

40以上 130 110 90 

30以上 90 90 80 70 

こ
と
も
出
来
ま

す。

融
資
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
る
住
宅

住
宅
部
分
の
床

面
積
は
一
―
―
十
ヘ
イ

ホ
ウ
メ
ー
ト
ル

（
約
九
坪
）
以
上

百
二
十
ヘ
イ
ホ
ウ

メ
ー
ト
ル
（
約
一
―
―

十
六
坪
）
以
下
で

あ
る
こ
と
。

た
だ
し
店
舗
等

方

は

不

要

で

す。

◎

老

人

と

同

居

す
る
者
ほ
老
人の

一
十
五
年
以
内

一
十
五
年
以
内

十
八
年
以
内

協
力
病
院
に
石
川
町

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

尚
、
所
在
地
は
石
川
町
字
新
町

五
一

七
二
番
で
す
。

一
局
の
ニ
―
―
―

120 

率．
こ
パ
ー
セ
ソ
ト

返
済
期
間

耐

火

該

当

す

る

障

害

は

、

視

障

平

衡

機

能

障

下

肢

不

自

心
臓
機
能
障

じ
ん
臓

だ
さ
い
。

の
他
の
詳
細

へ
お
た
ず
ね
く

で
す
が
、
級
別
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

利

が
免
税
に
な
る
ー

土地資金

165未満,,......,133以上

133未満,.__,100以上

100未満,..._,67以上

身
体
障
害
者
に
は

石
川
町
に

救
急
協
力
病
院

60 

45 

30 

関

、ヨ

尚、

に

大

野

米

さ

ん

、

は

溝

井
千
代
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た

40 

30 

20 

溝

井

サ

ク

草

野

フ

ミ

真
野
目
ヮ
サ

20 

15 

10 

(5) 

（木）
二
十
日
（
土
）
ま
で
。

た
だ
し
、

鈴

木

ト

ミ

の
月
収
の
る
あ

方
）
が
一
名
以

上
い
る
こ
と
。
④

た
だ
し
、
（
財
）

高

厚

和

子

塩

沢

ヒ

ロ

吉
有

賀

ミ

ッ

鈴

木

二

三

の

通

知

書

一

通

（
増
、
改
築
等
）

受
付
期
間

自
分
で
住
む
た
め
の

要
と
し
、
土
地
の
準
備
の
で

き
て
い
る
こ
と
。

③
収
入
月
額
（
年
収
の
12
分
の

1
)
が

、

当

初

の

写

五

倍
以
上
あ
る
こ
と
。

⑨

保

証

人

不
要
）

ツ
ヱ

大

野

米

吉
村
ツ
ネ
ヨ

し
た
。

受
付
期
間

(1) 

融
資
申
込
受
付
要
領

住
宅
金
融
公
庫
仙
台
支
所

個
人
住
宅
の

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土

の
2
分
の

融
資
額
（

住
宅
資
金
の
ほ
か
、
土
地
資
金
の

融
資
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合）
 
ー（
 

二
通

②
敷
地
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
を

一
通

＼
＞
 

資
金
借
入
申
込
み
の
際
に
提
出
す

る
書
類

小

林

知

子

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
‘
し
ヽ
し
ヽ
ヽ
‘
し
ヽ
~
ヽ
‘
し
｀
し
ヽ
“
4
`
‘
し
｀
し
4
`
‘
し
‘
ト
ヽ
ヽ
‘
し
‘
し
ゞ
ふ

保
健
婦
補
助
員
が
一ゥ

＇ 

変

り

ま

し

た

～
5
 

``
‘‘‘と`
‘ヽ
‘̀
‘‘‘À
、ヽ
｀ヽ
會`
‘ヽヽ
‘ヽ
‘≪、̀
‘‘‘‘̀
‘̀̀
‘≫

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ぽ
気
軽
に
問

合
せ
ご
相
談
下
さ
い
。

各
部
落
毎
の
補
助
員
氏
名

川

辺双
里
ツ
ゲ
子

小
針
ヨ
シ

蒜

生真
弓

コ

ウ

小

高

越

真

澄

竜

崎小
林
ヶ
サ
ノ

小
林
多
代
子

南
須
釜
小
原
須
賀
子

大
木
―
―
―
代

ツ
ゲ
子

佐
久
間
正
子
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⑮1 

@2 

資 金 名 貸 出 額 利 率貸出期間 償還財源 担 保 条 件

林業経営改善資金 200万円以内 年 4.0% 最長25年 立木伐採代金' 造林の為の‘土地取得

林業経営維持資金 30万円以内 1 5.5% 最長20年 一立般木収伐入採担代保金 幼伐令期林令：よのり立利用木--

森林担保資金 100限万度円以な上し 84% 最長10年 同 上 利成用長伐期令以上のる立森木が
しいい 林

幼令林担保資金 同上 _8.5% 最長25年 同 上 1到0年達以内すに利用る伐期森令林に
~~ 

i 

グリーソローソ 300万円以内 同上 最長15年 同 上 人工林（林令に制限なし）
＾＾ ・~・

林・産 資 金 100万限度円以な上し 同上 最長10年 同 上 森森林林であ（伐れ採ば天制然限林の可な）い

住宅ローソI1,0CO万円以内 I1 , 8.4% 最長15年 同 上 宅（天地、然建-物及び-森-可林） 
I I . で ..も

@ 

娃）

1. 林産資金は造林費や林地取得等、直接必要とする資金の製林業など木材関連産業にかかる資金に

のみ限度されます。

2. 住宅ローソしま建築木材を森林組合から直接購入して建築する方にご融資いたします。

令借入の希望や御相談ほ皆さんの森林組合へ令

お問い合せ先 石川地方森林組合 電話（石川 02472) 2 -----3417 

林
業
は
植
林
か
ら
伐
採
ま
で
何
十
年
も
か
か
る
長
期
産
業
で
す
。

森
林
所
有
者
資
金
の
案
内

森
林
組
合
が
融
資
す
る
長
期
低
利
の

い
っ
た
ん
投
資
し
た
資
本
を
回

収
す
る
の
に
数
十
年
も
か
か
る
の

が、
＿
林
業
経
営
で
す
が
ー
も
し
途

中
で
資
金
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
、
あ
な
た
は
ど
う
さ
れ
る
で
し

ょ
う
か
、
株
式
や
書
画
、
骨
董
な

ら
売
却
す
れ
ぽ
よ
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
立
木
は
そ
う
ま
い
り
ま

せ
ん
。十
年
や
十
五
年
の
立
木
で
は
製

材
向
け
と
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た

二
十
年
？
三
十
年
の
立
木
で
も
一

番
成
長
す
る
と
き
で
す
し
、
伐
採

し
て
し
ま
う
の
は
、
誠
に
惜
し
い

こ
と
で
す
。
も
し
、
ど
こ
か
ら
か

借
入
で
き
た
と
し
て
も
．
あ
な
た

〇
応
募
資
格

十
八
才
以
上
、
二
十
五
オ
未

満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
。

0
志
願
の
手
続

I 

の
遮
済
計
画
に
そ
う
よ
う
二
十
年

も
二
十
五
年
も
長
期
に
貸
し
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
安
い

金
利
で
で
す
9

そ
ん
な
と
き
、
こ
の
森
林
所
有

者
資
金
を
ご
利
用
下
さ
い
。

．

石
川
地
方
森
林
組
合
で
は
、
林

業
者
の
か
た
が
た
の
経
営
安
定
化

を
図
る
た
め
、
森
林
を
担
保
に
、

長
期
、
低
利
の
融
資
を
行
っ
て
い

ま
す
。造
林
資
金
や
教
育
、
相
続
、
住

宅
建
築
な
ど
の
資
金
ば
か
り
で
な

く
、
各
種
の
事
業
資
金
に
、
広
く

ご
融
資
す
る
当
組
合
を
十
二
分
に

ご
利
用
下
さ
い
。

一
、
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出

先
役
場
ま
た
は
自
衛
隊
郡
山

募
集
事
務
所
（
電
話
（
郡
山
）

一
ニ
ニ
ー
一
四
二
四
番
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
所
得
税
は
、

年
間
に
支
給
さ
れ
た
給
料
や
ボ

ー
ナ
ス
の
収
入
額
か
ら
、
給
与
所

得
控
除
額
を
差
し
引
い
て
所
得
を

算
出
し
、
こ
れ
か
ら
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
課
税
所

得
に
税
率
を
か
け
て
、

算
出
し
ま

す。
こ
と
し
の
税
制
改
正
で
、
給
与

所
得
控
除
額
の
諸
控
除
が
引
き
上

げ
ら
れ
妻
と
子
供
二
人
で
年
収
二

百
万
円
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場

合
、
年
間
一
万
三
千
円
の
所
得
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

退
職
金
に
か
か
る
所
得
税
は
、

支
給
さ
れ
た
退
職
金
の
収
入
金
額

か
ら
勤
続
年
数
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
退
職
所
得
控
除
額
を
差

そ
の

2
（
退
職
金
に
か
か

る
税
金
）

そ
の

1
（
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
に
か
か
る
税
金
）

（
須
賀
川
税
務
署
）

し
引
き
、
そ
の
残
額
の
二
分
の
一

に
税
率
を
か
け
て
算
出
し
ま
す
。

こ
の
控
除
額
も
、
こ
と
し
の
改

正
で
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
勤

続
年
数
三
十
五
年
の
場
合
、
改
正

前
は
退
職
金
五
百
万
円
ま
で
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
昭

和
四
十
八
年
か
ら
退
職
金
八
百
万

円
ま
で
が
非
課
税
と
な
り
ま
し
た

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
負
担
が

一
ー
軽
減
さ
れ
ま
す

ニ
ヘ
志
願
受
付
日
曜
祝
日
以
外
は

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
。

0
試
験
場
及
び
期
日

県
報
に
告
示
し
ま
す
。
ま
た

志
願
票
交
付
の
さ
い
本
人
に

も
通
知
し
ま
す
。

0
試

験試
験
科
目
は
、
「
筆
記
試
験
」

「
口
述
試
験
」
「
身
体
試
験
」

で
す
。

〇

処

遇
初
任
給
―
―
一
五
、
六

0
0円

衣
、
食
、
住
無
料

賞
与
年
間
三
回
四
、
八
ケ

月
分
そ
の
他
各
種
手

当
あ
り

0
そ
の
他

．

く
わ
し
い
こ
と
は
自
衛
隊
募

集
事
務
所
に
お
問
合
せ
下
さ

、0し
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五
年
々
金
が
再
開
さ
れ
ま
す

高
年
齢
者
で
未
加
入
の
方
に

も
う
一
度
の
機
会
—
—

国
民
年
金
制
度
が
出
来
た
昭
和

三
十
六
年
四
月
一
日
に
五
十
オ
を

越
え
五
十
五
才
未
満
で
あ
っ
た
人

（
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
方
）
は
、
希
望
に
よ
り
申

込
ん
で
十
年
々
金
に
加
入
で
き
ま

し
た
が
、
そ
の
時
加
入
の
申
出
を

し
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
昭
和
四

十
五
年
に
か
ぎ
り
五
年
間
保
険
料

を
か
け
れ
ば
、
年
金
が
つ
く
よ
う

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
加
入
の
申
込

み
を
し
な
か
っ
た
方
が
更
に
加
入

を
希
望
す
る
声
が
大
変
に
強
い
た

め
今
回
に
か
ぎ
り
、
再
度
五
年
分

だ
け
掛
金
す
れ
ば
年
金
が
も
ら
え

る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

最
後
の
機
会
で
す
の
で
、
未
加

入
の
方
は
申
し
込
み
下
さ
い
。

0
該

当

者

明
治
一
―
―
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
方
。

〇
申
込
期
間

昭
和
四
十
八
年
七
月
か
ら
昭
和

四
十
九
年
三
月
ま
で
。

0
内

容
昭
和
四
十
五
年
六
月
に
さ
か
の

ぽ
っ
て
保
険
料
を
納
入
（
昭
和
五

十
年
五
月
分
ま
で
）

〇
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期

間

問
土
地
や
家
を
買
っ
た
り
新
築

し
た
場
合
に
か
A

る
不
動
産
取
得

税
の
免
税
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

答
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や

家
を
買
っ
た
と
き
ば
か
り
で
な

く
、
贈
与
、
交
換
、
新
築
な
ど
の

場
合
に
も
か
4

り
ま
す
。

免
税
点
は
、
土
地
十
万
円
（
改

正
前
は
五
万
円
）
、
建
築
家
屋
二

免
税
点
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た

さ
か
の
ぽ
っ
た
分
は
昭
和
五
十

年
六
月
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と
。

0
支
給
開
始

昭
和
五
十
年
七
月
分
か
ら
年
金

が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
。

（
但
し
六
十
五
才
以
上
）

0
年

金

額

年
額
九
万
六
千
円
、
月
額
八
千

円
（
平
均
余
命
の
場
合
百
二
十
万

円
位
の
年
金
が
も
ら
え
る
見
込

み）〇
納
め
る
金
額

全
部
で
五
万
四
千
五
百
円
位
に

る
予
定
（
一
ヶ
月
分
九
百
円
の
予

定。
但
し
、

五
十
年
一
月
以
降
は
少

し
引
き
上
げ
と
な
る
見
込
み
で
計

算）0
福
祉
年
金
（
老
令
）
よ
り
良
い

点年
額
で
―
―
―
万
六
千
円
高
い
。

所
得
制
限
が
な
い
。
）

ー
国
民
年
金
法
改
正
案
よ
り
ー

不
動
産
取
得
税
の

十
三
万
円
（
ク
十
五
万
円
）
、
承

継
家
屋
十
二
万
円
（
ク
八
万
円
）

で
す
。そ
の
ほ
か
に
家
屋
の
う
ち
、
住

宅
の
建
築
だ
け
に
該
当
す
る
控
除

と
し
て
二
百
三
十
万
円
（
改
正
前

は
百
五
十
万
円
）
を
価
格
か
ら
差

引
く
特
例
控
除
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月

一
日
か
ら
該
当
い
た
し
ま
す
。

輸
血
用
の
血
液
は
、
医
学
の
進

歩
、
交
通
事
故
の
激
増
な
ど
に
よ

っ
て
、
近
年
急
速
に
ふ
え
て
い
ま

す。
県
赤
十
字
血
液
セ
ソ
タ
ー
の
、

献
血
車
が
各
市
町
村
を
廻
り
採
血

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

先
月
九
日
当
村
に
も
来
村
し
各

事
業
所
を
廻
り
採
血
を
行
な
い
ま

し
た
が
二
五
名
の
方
達
が
愛
の
献

血
を
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
さ
れ
た
血
液
は
県
内
各
地

の
病
院
、
医
院
等
に
入
院
翌
れ
て

お
る
息
者
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。
献
血
は
、
親
せ
き
、
知

人
、
友
人
、
献
血
す
る
も
の
（
お

見
舞
献
血
）
と
相
手
を
選
ば
ず
に

篤
志
と
し
て
献
血
す
る
も
の
（
篤

志
献
血
）
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
血
液
型
は
問
い
ま
せ
ん
。

たすけあいの献血―

献
血
さ
れ
た
方
に
は
献
血
手
帳

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
や
ご
家
族
、
知

人
、
友
人
の
方
に
万
一
輸
血
が
必

要
に
な
っ
た

時
は
、
こ
の

手
帳
を
病
院

に
お
出
し
下

さ
い
。い
つ
で
も

ど
こ
で
も
輸
．

血
の
血
液
が

得
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

十
六
才
以

上
六
十
五
才

未
満
（
男
女

を
問
わ
ず
）

の
健
康
な
方

太
陽
に
あ
て

↓

-
6

し
ょ
う

県
民
生
活
実
態
調
査

に
つ
い
て
お
願
い

写
真
は
五
月
九
日
献
血
車
来
村
の

際
の
も
の

で
献
血
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健

所
ま
た
は
役
場
（
衛
生
係
）
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

福
島
県
で
は
、
七
月
二
十
日
を

期
し
て
県
民
生
活
実
態
調
査
を
行

な
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
く
ら
し
、
仕

事
、
生
活
環
境
な
ど
県
民
の
生
活

を
向
上
す
る
た
め
の
調
査
と
、
お

年
寄
り
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
の
調

査
を
行
う
も
の
で
す
。

調
査
に
よ
る
個
人
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
も
し
統
計

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
し
た

ら
、
お
配
り
す
る
調
査
票
に
は
あ

り
の
ま
A

を
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

梅
雨
時
で
す
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品
質
表
示
は
、
商

品
を
買
う
際
に
も
っ

と
も
目
的
に
適
し
た

商
品
を
上
手
に
選
ぶ

た
め
の
手
引
き
と
な

り
ま
す
し
へ
ま
た
上

手
な
使
い
方
を
す
る

た
め
の
参
考
と
も
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
表
示
事
項
か
ら
は
、

た
だ
単
に
そ
の
表
示
さ
れ
た
内
容

だ
け
で
な
く
、
そ
の
商
＇
品
の
特

性
、
用
途
、
使
用
法
な
ど
も
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
を
充
分
に
読
み
と

る
た
め
に
は
消
費
者
の
側
に
も
あ

る
程
度
の
商
品
知
識
が
必
要
で

す。
c

'

＝-―二＝――
こ
コ

4めた
号
の

3

者

第

費肖
ヽヽ

I
.

―
―
-
＝
-

品

質

表

示

い

か

に

□

｀

活
用
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か

例
え
ば
、
＇
ア
セ
テ
|
卜
と
表
示

の
あ
る
も
の
は
中
性
洗
剤
で
洗
た

く
す
る
必
要
が
あ
り
、
ナ
イ
ロ
ソ

と
表
示
の
あ
る
も
の
は
高
い
．
湿
度

で
ア
イ
ロ
ソ
掛
け
は
で
き
ま
せ

。
ん
ま
た
塩
化
ビ
ニ
ム
ー
ル
製
品
に
は

熱
湯
は
禁
物
で
す
。

消
費
者
が
よ
り
賢
く
な
る
た
め

に
は
こ
れ
ら
の
商
品
知
識
を
進
ん

で
勉
強
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
ま

゜
す
従
っ
て
、
梢
費
者
は
、
商
品
を

買
う
と
き
に
は
、
こ
の
法
律
の
品

質
表
示
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
他

の
各
種
の
表
示
に
も
充
分
関
心
を

持
つ
こ
と
が
賢
い
王
様
に
な
る
第

一
歩
で
し
ょ
う
。
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、
が
ん
こ
な
皮
膚
病
に
悩
ん
で
い

た
人
が
下
着
を
ち
が
う
繊
維
の
も

の
に
替
え
た
ら
、
う
そ
の
よ
う
に

な
お
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

合
成
繊
維
は
製
造
工
程
で
使
わ

れ
る
強
酸
、
ホ
ル
マ
リ
ソ
な
ど
が

布
地
に
残
っ
て
い
る
•
こ
と
が
あ
り

ま
す
し
、
木
綿
な
ど
で
も
シ
ヮ
や

縮
み
を
防
せ
だ
り
す
る
た
め
に
、

最
近
は
い
ろ
い
ろ
の
薬
品
で
処
理

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
品
の
中
に
は
、
肌

を
刺
激
す
る
も
の
や
、
汗
な
ど
に

溶
け
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気
を

お
こ
す
も
の
も
あ
り
ま
ず
。

皮
膚
の
弱
い
人
、
皮
膚
病
の
あ

る
人
な
ど
は
、
直
接
肌
に
つ
け
る

口 医□学

衣
類
は
、
熱
湯
で
よ
く
洗
っ
て
か

ら
使
う
の
が
安
全
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
っ
た
化
学
的
な
原
因
の

ほ
か
に
、
合
成
繊
維
は
吸
湿
性
が

少
な
い
の
で
、
通
気
性
の
な
い
繊

り
方
の
布
地
だ
と
汗
を
吸
い
と
ら

な
い
こ
と
か
ら
皮
膚
を
お
こ
し
た

り
、
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
肌
着
に
は
吸
湿
性
の

よ
い
も
の
を
選
び
汗
を
か
く
ほ
ど

厚
着
を
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る

こ
と
で
す
Q

と

衣

類

皮

膚

病

i
-
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＼
ふ才

一

夏

近

し

111

青

嵐

暮

れ

ゅ

9.＜庭
に

、

、

残

り

を

り

力
し

叫

峡

の

田

に

小

雨

し

づ

か

に

．

蛸

斜

生

る

一

、

採

石

の

発

破

の

音

や

春

霞

一

呻
子
等
の
み
ち
そ
れ
ぞ
れ
ひ
ら
け
山
桜
〗

一

炭

焼

の

か

ま

ど

の

あ

と

の

朴

の

花

Ill

〗
糠
雨
の
ひ
ね
も
す
桑
の
芽
を
育
て

せ
き

叫

花

冷

の

襖

へ

だ

て

て

．

妻

の

咳

111

阿

武

限

の

瀬

よ

り

夕

冷

い

い

＼

た

り

け

り

血

春

雨

の

庭

を

み

だ

さ

す

降

り

4

き

た

る

皿

た

め

ら

ひ

て

ひ

と

日

-̀9
の

ば

せ

ば

な

き

蕨

皿
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北ク南竜岩川
部

須須法

釜 釜崎寺辺
落

辰ミ

義ノ

死
亡
者
氏
名

須

藤

新

太

郎

大

竹

長

作

三

吉

泰

人

小

原

ヮ

カ

近

内

矢

吹

年
令
(66) 

(76) 

(63) 

(78) 

(

6

1

)

 

(45) 

世

帯

主

名

続

柄

主

祐

完

の

父

武

父
主

重

敬

の

養

父

久

養

母

玉

母

主

タ

ツ

の

夫

喜雄 雄

＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

（
五
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

山北ク南ク竜ク岩ク

小須須 法

屋釜釜崎寺

石石大塩小湯草大野高新草首小熊

出
森井野沢林沢野竹口林国野藤針田生

フ の奈 さ満児
貞真幸啓 未美裕あ 幸義氏
ミ ぞ緒 ち理

名

イ弘紀彦二み美子保美いえ恵子英

正貞ナ清正要栄キ信浅剛正勝満清世

ク 胃
伊吉ヲ則明次助ヨ次広男行利 義名

ク

孫
の
二
男

孫 // ，，，， 'l 

女

ク ク中ク小川
部

高辺
落

孫
ク孫長孫ク長の長孫続

一
'"'--

女、女女

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
五
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

大
字
吉
字
宮
ノ
前
の
森
フ
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